
○事業実施地区、実施主体
富士吉田市、個人

○事業目的
（１）導入する新技術及び機械・設備

農薬・肥料散布用ドローンAGRAS T10
＋粒剤散布装置GS110 １式

生育管理用ドローンP4 Multispectral １台 他
（２）新技術導入等の理由及び期待される効果

大豆ほ場の薬剤散布をドローンにより行うことで、作業時間が短縮さ
れ、作業の省力化が期待出来る。また、生育管理用ドローンを活用する
ことで、生育状況に応じた効率的な施肥が図られる。

○実証内容
項 目：【区分１】高品質化を目指した技術の導入

農薬（殺菌殺虫剤）と追肥について実証区と無処理区で比較
【区分２】省力化を目指した技術の導入

農薬（殺菌殺虫剤）についてドローンと動力噴霧器の
散布所要時間を比較

目 標：１等級比率20％向上、農薬散布所要時間20％削減

○実施体制
運用サポート 富士山ドローンベース、横浜植木(株)
指 導 機 関 富士・東部農務事務所、総合農業技術センター

○達成状況

農薬・肥料散布用ドローン、 生育管理用ドローン（ダイズ）

令和４年度やまなしスマート農業実装事業

成果の実績

１年目
(R4年
度)

2年目
（R5年度)

3年目
（R6年度)

4年目
(R7年度)

※機械
導入

【区分１】
病害虫被害粒割合
・実証区 ：47.5％
・無処理区：49.5％
無処理区比 4.0％減

病害虫被害粒割合
・実証区 ：62.0％
・無処理区：87.0％
無処理区比 28.7％減

病害虫被害粒割合
・実証区 ：34.5％
・無処理区：84.5％
無処理区比 59.2％減

【区分２】
農薬散布所要時間(10a)
・ドローン ：4分30秒
・動力噴霧器 ：28分40秒
84％削減

農薬散布所要時間
・ドローン ：4分10秒
・動力噴霧器 ：25分50秒
84％削減

農薬散布所要時間
・ドローン ：4分5秒
・動力噴霧器 ：19分15秒
78.8％削減

➢ 素早く防除や追肥を行えることで、他品目の管理に時間を使うことが

でき、経営面積を維持・拡大しやすくなる。

➢ 大規模経営における病害虫防除が同時期に行えることで、防除効果が

高まり品質の向上が期待出来る。

➢ 従来、目視で確認しづらかった生育のバラつきが生育管理ドローンに

より可視化され、重点的に施肥すべき箇所の把握ができる。

実証ポイント！



○実証状況（写真、図など）

導入効果

・農薬・肥料散布用ドローンを活用した農薬の散布所用時間は、動力噴霧器

での農薬散布に比べて作業時間は79％削減した。

・大豆の品質が向上し、病虫害やしわ等の被害粒の割合は、無処理区では

84.5％であったが、実証区では34.5％に減少した。

・生育管理ドローンによる航空画像により、生育のバラツキが可視化され、

ほ場箇所に応じて追肥量の調整が可能になった。

・本体価格およびバッテリー等の付属品が高く、ドローンのメンテナンスや

資格取得について継続的に手間や費用がかかるため、経営面積によっては

費用対効果が見合わないことがある。

・バッテリーを充電しながら長時間の作業をする場合、ドローン本体とは

別途発電機や複数のバッテリーが必要であるため、コストがかさみやすい。

課題

農薬散布用ドローン
（DJI社HPより）

実証ほ場 農薬散布の様子 生育管理用ドローンの
航空写真

生育管理用ドローン
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